
BS
（ Basic Science ）



本時の流れ（アジェンダ）

• BSで学習することを知る

• 大学入学共通テストに実施科目『情報』が入りました

• オンライン学習支援ツールのお話と活用

• SSH事業に係わる意識調査をします



BSで学習すること



■ データリテラシーとは

データを活用する能力

■ 科学的リテラシーとは

科学的知識を用い
課題を明確にし
証拠に基づく結論を導き出す能力



BS の内容

正しく分析、解釈することができるようになる

そのために
基本的な考え方や技能を学び獲得していく



BS の内容

データリテラシーや
科学的リテラシーを獲得するために

４項目の能力や技能を向上させる



BS の内容

１⃣ 情報検索の基本能力の向上

・書籍文献の検索 → SS探究基礎を主
・インターネット検索
▶検索エンジンの活用



BS の内容

２⃣ 研究者としての情報リテラシー
研究倫理・モラル・考え方

・情報モラル、著作権、情報セキュリティ
・研究倫理に関わる学習

中等教育向け教材（APRIN公正研究
推進協会）を活用



BS の内容

３⃣ データサイエンスの基本能力の向上

・統計学の基礎的・基本的な知識
・統計処理の手法（ソフトウェア演習）
・データを分析する

（オープンデータを活用した分析）

・プログラミング演習
（アルゴリズム、ビッグデータ解析）



BS の内容

４⃣ 研究者としての知見を拡げる

・プロフェッショナルセミナー
大学や企業の研究者による講義
研究に関する視点や留意点の教授



BS の内容 （再提示）

正しく分析、解釈することができる
ようになる

そのために
基本的な考え方や技能を学び
獲得していく



大学入学共通テストに『情報』が入りました！



• 令和7年度(令和6年度実施)大学入者選抜に係る

大学入学共通テストでは、出題科目に「情報」が加わった

• 平均点６９．２６点

• 幅広く出題、日常の題材を活用、思考力を問う問題あり

• ほぼ国公立大学で実施科目として課せられる

• 配点は概ね公表され50～100点が基本線

※共テの配点比率は、１～５～１０％が８５％

• 配点比率が高い大学もある

→経営・経済…最大30％(後期含む)

工学情報系…10％以上

• 個別検査も課す大学もある（電通大、広島市立後期日程）



大学入試に対してどうするのか（その１）

３つの柱で指導、支援していく

（１）１年次BS、特別講座の開講【２年次、３年次】

（２）副教材の活用

（３）オンライン学習支援ツールの活用

その他、今後予定されていること・・・

・各校情報科教員協同制作による、教科情報に関わる授業の

補助資料【プラットフォーム】を提供予定

・コンテンツの中身は、皆さんが疑問に思うことに対しての

説明資料や動画・画像教材を準備予定



大学入試に対してどうするのか（その２）

（１）１年次BS、特別講座の開講【２年次、３年次】

・１年次BSで扱う内容（データの活用、プログラミング）

・２年生夏期特別時間割に講座

・３年生１学期補講、２学期以降に特別授業

→

・直近の入試情報（傾向や試作問題）を提供

・直前対策や演習を実施



大学入試に対してどうするのか（その３）

（２）副教材の活用

・「ベストフィット情報Ⅰ」実教出版 870円

・授業や自学用として活用

・STEP1[中学校の復習]→STEP2[確認事項]

→STEP3[例題]→STEP4[類題]

→STEP5[練習問題] で取り組む

・チェック表を活用する【到達度の確認】

・定期的に提出を求める

実教出版HP



大学入試に対してどうするのか（その４）

（３）オンライン学習ツールの活用

・Life is Tech!Lesson ライフイズテック社

・県教委が契約、県立高校全てにアカウントを配付

・自学自習用教材として使用

・Lesson（チャプター）を視聴し自分で学習を進める

・チェックワークで何度もふりかえり

・テストを配信することもある（予告する）

・副教材と併用することで学習の定着が高まる ※別紙、対応表確認

https://www.youtube.com/watch?v=c1iFTrBAc24


オンライン学習支援ツール
LIFE IS TECH! LESSONのログイン
（レッスンの体験）



❶ アイコンをクリックし ブラウザを立ち上げます

Chrome
（クローム）

ログインしよう (Google Chrome)



ログインしよう

❷ ライフイズテック レッスン で検索しましょう。

Webサイト (ホームページ) にアクセスします。

※『ライフイズテック』ではなく『ライフイズテックレッスン』で検

索



ログインしよう

❸ 右上の 生徒アカウント ログイン をクリックします。



ログインしよう (シングルサインオン)

❹ Microsoft、またはGoogleアカウントをクリックします。

どちらかをクリック

※ どちらのアカウントを使用するかは、先生の指示にしたがってく

ださい。



ログインしよう (シングルサインオン)

❺ Microsoft、またはGoogleアカウントでログインします。
※ ログインの方法は、先生の指示にしたがってください。



❻ ニックネームとアバターを登録します。

① ニックネームを入力

② アバターを選択

③ 登録をクリック

ログインしよう (シングルサインオン)



Step２：レッスンを始める（1/3）

トップ画面では、コースで実施できるすべてのチャプターが表示される。

授業内容に合わせて最初に行うチャプターを選び「レッスンスタート」を
クリックする。



Step２：レッスンを始める（2/3）

チャプターを通して学ぶ内容が表示される。
赤枠「プロローグへ進む」または「レッスンへ進む」をクリックする。

※チャプターにより、表示される内容は異なる



Step２：レッスンを始める（3/3）

レッスンごとに学ぶことが表示される。
「ストーリースタート」または「レッスンスタート」をクリックすると
レッスンが始まる。 ※レッスンにより、表示される内容は異なる



レッスンの途中でも、進捗は自動的に保存されます。
そのままブラウザの閉じるボタンを押して終了してください。

Step３：レッスンを終了する



Step４：理解度チェックワークを行う（1/4）

学習内容の定着度を確認するために、
練習問題として理解度チェックワークを用意している。

分からない問題や不正解だった問題について、
レッスンに戻って復習することもできる。
回数制限なく実施できるので、
日々の復習やテスト対策に
活用する。
レッスンリストから実施したい
レッスンをクリックし
「理解度チェックワークをはじめる」
より開始できる。



Step４：理解度チェックワークを行う（2/4）

正しいと思う答えを選択し、「次へ進む」をクリックする。
わからない場合は、
ヒント欄「対応レッスンをみる」をクリックし
復習することが可能。



Step４：理解度チェックワークを行う（3/4）

全ての問題に回答した後、「この内容で採点する」をクリックすると、
採点結果が確認できる。



Step４：理解度チェックワークを行う（4/4）

チェックワークの実施状況は、チャプター内のトップページや各レッスン
を選択した画面で確認できる。

▼チャプター内のトップページ画面 ▼各レッスンを選択した画面



Step5：続きから再開する

初回ログイン以降は、前回の続きからレッスンを再開できる。
トップページの画面上部赤枠から、直前に受講したレッスンを始めること
ができる。



SSH事業に係わる意識調査

クラスルームの課題からアンケートに回答しよう


